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 要  旨 
半導体光増幅器（Semiconductor Optical Amplifier, SOA）を用いた全光ゲートは超高速応答・
低消費電力・集積化可能性・多様な拡張性などの観点から、近年非常に活発な研究が行われてい
る。 
















し、非線形位相シフト量は約 16 ％減少した。 
また、本研究の更なる上位目標は同一波長入力方式を用いた全光ゲート・全光論理ゲートの構築
である。本研究の成果により、SOAへ同一波長の信号を入力した場合でも異波長入力時と同様な
ゲート動作が可能であることを示した。さらに、入力波長を同一波長にすることで、波長チャン
ネル数を増やすことができ、また波長域での透明なゲート処理から、将来は光コンピューティン
グへの応用も期待できると考えている。 
 
